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 1 . は じ め に
　以前の紀要に記した通り 1）, 私は, 「化学の歴史」とい
う本学の教養科目で, 化学史を講義している。受講者数





はない。それは, 戦後, 新制大学が発足したとき, 指導
的立場にあった G・H・Q 民間情報局教育部の T．マッ
クレールが列挙した「大学生の条件」のひとつ－「現代














礎を築いたフランスの化学者 P. E. M. ベルトローは名著
『錬金術の起源』 4）をものしているし, A. グリーンバー
グは, 自著『痛快　化学史』 5）の半分近くを錬金術の紹
介にあてている。
　錬金術は古代の化学であるとともに, 哲学, 文学, 芸





















楽天の詩（ 8 世紀）がそれぞれ挙げられる 6, 7）。日本
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』, 金, 水銀, 錬金術的
神話, アマルガム, 類推, 類推錯誤, 教養教育








盛期を迎えていた 6－8）。唐の宮廷では, 11代憲宗, 12代穆














































































































ある。陽性のものには, たとえば, 男, 熱, 光がある。こ






























































ことができる 6, 17, 18）。そして, 雪のように白い肌を保
ち, 食べる必要もなく, 雲や竜に乗って自由自在に空を
飛び, 時には高山の頂に遊び, 時には大洋の果てに憩
































































































た 17, 18）。これらは『抱朴子』の金丹篇 17）に詳述されて
いるので, 興味のある読者は参照されたい。
　金丹の基本物質は金と水銀（もしくは水銀化合物：丹）































砂（紅色の HgS, 図 7 上段）を加熱
し, 蒸気を冷却して得られる。水銀の化合物は HgS が
紅, HgCl 2 （昇
しょうこう




























の変化を示す（図 7 ）。色調の変化の豊かさは, 古代人
に多くの解釈を与えた。たとえば, 白銀色の水銀に白
い HgCl 2 を加えて加熱するとやはり白い Hg 2 Cl 2（甘
かんこう
汞）
に変わる。この Hg 2Cl 2 の水溶液を塩基性にして乾燥す
ると, 黒
こくごうこう





















































































































































































































（事象 6 ） 帝はかぐや姫と不意に対面し, 袖をとらえるこ






































ている。たとえば, 文献 12 には, これまで論究されてき
た『竹取物語』の性質として, 仏教的教訓物語や伝記体
小説, 神仙譚的恋愛小説, ユーモア小説など, 21 種類が
挙げられている。これらのうち, 本稿との関連で興味深




る。そして（事象 2 ）について言及し, 「月の都の妖精
が不滅の黄金を無尽蔵にもたらす物語－これが錬金術で















































































































































　さて, これだけの準備のもと, 3 章の（事象 1 ）～（事











いことに, 古来, 中国でも錬金術師は, 多く下級の宮廷
























益がある。金もできるし, 病気も治る 17, 18）。これは, 3 章
で挙げた（事象 2 ）と（事象 3 ）と符号している。
　それでは, （事象 4 ）は何を意味しているのだろうか？
錬金術的解釈にしたがって, 結婚＝結合とすれば, 5 人





















である。仮に, この 5 人の求婚者の破局譚も, 東洋錬金
術ベースの「種本」にあったとしたら, それぞれを五行














































力な火（馬通火）で 30 日間, 昼
夜加熱し続けよ」とか, 「鉄の


























































しまう（『周易参同契』）」 8） , 不死薬を得る上では, むし







































なかった。それには, やはり, 本来の, 「至高の金」が必
要なのである。その至高の金を象徴するものとは, 他で
もない, 太陽の国の帝王（日出ずるところの天子）, すな







をとらえ, 「もう逃がさん」 と勝利宣言 （図 9 ） 13）。しかし, 
このとき, かぐや姫は影となって消えてしまう 11, 12）。こ
れを錬金術的に解釈すれば, 望んでいた反応は見事にお
こり, 揮発性の「水銀」は, 一度消失したのである。し




















































対象 A は, 属性 P, Q, R, S, T を持つ。
対象 B は, 属性 P, Q, R, S を持つ。








といえる 24）。論証としての, 類推は, 必ずしも虚偽を導
くものではない。しかし, 次の場合は, 類推錯誤が発現
する。
　 （錯誤 1 ）類推による結論を確実なものと主張する。




いう暴論は, あきらかに（錯誤 2 ）を犯している。
　 1 章で述べたように, 錬金術の背後には, 必ずそれを
支える秘教的宗教がある。宗教の核心は, 「絶対的な何
かの存在を信じる」ことである以上, それに関連した事









B がもつ性質が, 5 つ中 4 つまで一致したとしても, 最
後の 1 つが確実に一致するという保証は何もないのであ
る（錯誤 1 ）。また, A と B のある特徴が一致したからと
いって, 他の性質まで一致すると思い込むのは危険であ
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